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腎移植患者は術後、終生免疫抑制剤の内服が必要となる。近年タ
クロリムス、ミコフェノール酸モフェチル、エベロリムス、ステロイド
の４剤併用療法が多くの施設で主流となっている。エベロリムスの
副作用の1つである口腔粘膜炎は発症頻度が高く、痛みによる摂
食不良などのQOLを低下させる有害事象である。アズノールうが
い液やデキサルチン口腔用軟膏などの対策は行っているが不十分
な症例も少なくない。半夏瀉心湯は前向き試験で大腸癌、胃癌で
の化学療法による口内炎に対する治療薬として良好な成績が得
られており、近年では口腔粘膜炎の発症機序の解明、それに対す
る半夏瀉心湯の作用メカ二ズムも解明されつつある。また半夏瀉
心湯の生薬成分は、CYP３A阻害作用を有するものがなく、腎移
植患者においても比較的安全に使用が可能である。今回、我々は
腎移植患者におけるエベロリムスによる口腔粘膜炎に対する半夏
瀉心湯を少数例ながら使用したので、その経験を報告する。

【諸言】排尿痛をきたす疾患は様々なものがあるが、明らかな原因
を認めず、西洋医学的には治療に難渋する例も多い。一方、原因不
明の排尿痛に対し、漢方治療により症状の改善が得られる症例も
散見される。今回我々は、尿検査で異常を認めない排尿痛に対し
て、猪苓湯合四物湯が有効であった一例を報告する。
【症例】84歳女性。主訴は排尿痛。以前より便秘症に対して当科外
来でフォロー中であった。経過中、排尿痛が出現した。脈候はやや
浮・やや数・やや実、腹候では腹力中等度で平腹、尿検査で異常所
見を認めず、間質性膀胱炎様の症状と考え、乙字湯から猪苓湯合
四物湯に転方した。
【経過】猪苓湯合四物湯開始4週間後には、尿の出が良くなり排尿
時痛が軽快したが、まだ疼痛が残存しているとのことであった。さ
らに1週間後、排尿痛は2日に1回で、早朝尿のみとなった。内服開
始3か月後には、排尿痛がほぼ消失し、その後も症状の再燃なく経
過している。
【考察】本症例では、排尿痛や尿が出にくいといった排尿障害以外
の有意な所見を認めず、臨床的に間質性膀胱炎と診断した。この
ような症状に対して用いられる漢方薬として、猪苓湯、竜胆瀉肝
湯、清心蓮子飲、加味逍遙散、当帰四逆加呉茱萸生姜湯、安中散
など、様々な処方の報告がある。本症例で用いた猪苓湯合四物湯
は、利水作用および清熱作用を有する猪苓湯と、血虚を改善する
四物湯の合方である。四物湯には止痛作用を有する芍薬も含まれ
る。従って、猪苓湯合四物湯は、疼痛および尿量の改善に寄与した
と考えられた。また間質性膀胱炎では、膀胱粘膜の点状出血や膀
胱の慢性炎症をしばしば認めるが、これは和漢診療学的には血
虚の病態である。我々が渉猟した範囲では、間質性膀胱炎に対し
て猪苓湯合四物湯を用いた報告は認めなかったが、本症例によ
り、本処方が有効である可能性が示唆された。間質性膀胱炎など
排尿異常をきたす疾患の治療は、保存的治療から外科的治療ま
で多岐にわたるが、より低侵襲で副作用の少ない薬物療法の一つ
として漢方薬を用いることは、有意義だと考えられる。


